
往診をご希望の方は 

院長までご相談ください。 
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TEL         0584-66-2600 

○診療時間        月・水・金 → 午前（9時～12時）＆ 午後（3時30分～6時30分） 

             火・木・土 → 午前（9時～12時） 

○休診日             日曜・祝祭日・火、木、土曜日午後 

○ホームページアドレス   http://www.tsujinaka.jp 

              つじなか便り          クリック！ 

○Ｅメールアドレス       tsuji_con@mti.biglobe.ne.jp 
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2016年に寄せて 

院長 辻中まさたけ 

何とか新しい年を迎えることができそうだが、新年に向けての希望というものが年々少なくな

ってきている。そんな近視眼的な自分がいいのか悪いのかよくわからない。哲学の世界でいう

ベーコンの経験論ではないが、希望をもつと後が辛くなり、そのときそのときを活きていったほう

が楽のような気がする。2016年こそは、今を大切にしながら無心で事にあたりたいと思う。 

年末に親族のお葬式を経験した。全国チェーンの葬儀会社による、その施設での通夜と葬儀

であったが、ファミレスみたいに明朗会計であり、いろいろと気を遣うところが少なく、とても遺

族にとって楽であった。思わず会員になってしまった。 

平成27年12月26日 

 

 

 

 

 

 

↑Ｇ・Ｍさんからいただきました     ↑Ｍ・Ｔさんからいただきました 

●院長のいろいろ● 

 

 

            

 

 

 

 

↑日本医師会からいただきました 

 

                  ↑名古屋市立大学病院から 

いただきました 
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抗VEGF薬（アイリーア：参天製薬）のはなし 

近頃、テレビなどでも「加齢黄斑変性症」という言葉を耳にすることがあります。この病

気は、下図の黄斑というものを見るのに最も重要な役割をしている部分が障害されること

によっておこります。50歳以上の約1.2%に見られ、日本人では男性に多いと言われて

います。また、発症のリスクを高める要因として加齢、喫煙、紫外線、肥満、抗酸化物質

の摂取不足などが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、近年増え続けており、進行が早いと言われている滲出型加齢黄斑変性症（他には

委縮型があります）についてご説明させていただきます。 

この病気は、下図のように黄斑部に浮腫がおこることにより、「中心部分がゆがんで見え

る」、「部分的に欠けて見える」、「ぼやけて薄暗く見える」などの症状があらわれ、治療を

せずに放っておくと失明する事もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光干渉断層計による断面図 

今現在主な治療法としては、①抗VEGF薬治療、②光線力科学的治療法（PDT）、レーザ

ー光凝固治療がありますが、ここでは2012年に発売された抗VEGF薬（アイリーア）

を使った治療についてお話させていただきます。 

（次ページへ続く） 
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この薬物療法は、薬剤を直接眼内に注入して病変を改善させる治療です。1か月に１回、

3か月間続けて行い、その後は定期的に経過観察しながら通常２か月に1回治療を行いま

す。レーザー治療に比べて効果が現れるのがはやく、持続時間が長いとの結果が報告され

ています。当院でもこの治療を取り入れておりますので、ここに挙げた症状に気づかれた

場合は、早めに医師にご相談ください。 

（下図に自分でチェックできるアムスラーチャートをのせています） 

また、この治療には健康保険が適用されますので、詳しいことは受付までお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アムスラーチャート 

目から 30ｃｍ離して、老眼鏡やコンタクトレンズをした状態で、片眼ずつ表の中央の黒

い点を見つめてゆがみがないか見えない所がないかを調べます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          文責 辻中 

 


